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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

C 型慢性肝炎患者から肝細胞癌(HCC)への進展の原因の 1 つとして single nucleotide 

polymorphism(SNP)を含めた遺伝的背景が考えられる。今回、肝発癌に関連が予想される

候補遺伝子の SNP と肝発癌との関連について検討した。 

C 型慢性肝炎で、HCC を発症した 265 人と発症していない 203 人を対象として、81 の

候補遺伝子について SNP 解析を行った。 

SNP解析にて、これまでに報告されているMDM2、ALDH2に加えてCCND2、 RAD23B, 

CEP164, GRP78 の 6 個の SNP が HCC 発症に関与していた。各症例において、SNP の risk 

genotype の Odds Ratio（OR）を掛け合わせた multiplied OR（MOR）を算出し SNP の

累積的関連に検討したところ、MOR 値は HCC 発症及び治療後再発率にに関連していた。

以上より、CCND2、RAD23B、GRP78、CEP164、MDM2、ALDH2 の SNP が、C 型慢性

肝炎の HCC 発症及び治療後再発に関与している事が示唆された。 
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